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明
治
大
学
校
友
会
秋
田
県
支
部

の
２
０
１
６
年
度
総
会
が
６
月
19

日
、
秋
田
市
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
秋
田
で
開
か
れ
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
で
加
賀
勝
己

支
部
長
（
弁
護
士
、
昭
和
40
年
・

法
卒
）
を
再
選
、
加
賀
体
制
が
２

期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

総
会
に
は
約
60
人
の
校
友
ら
が

出
席
、
今
年
は
平
成
に
な
っ
て
か

ら
卒
業
し
た
若
い
世
代
の
姿
が
目

に
つ
い
た
。
冒
頭
、
全
員
で
「
白

雲
な
び
く
駿
河
台
」
で
始
ま
る
校

歌
を
３
番
ま
で
斉
唱
し
、
出
席
者

一
人
ひ
と
り
が
母
校
に
思
い
を
馳

せ
た
。

ま
ず
加
賀
支
部
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、「
新
た
な
県
支
部
会
報

を
発
行
し
、
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
立
ち
上
げ
た
」
と
１
年
間
の

活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
今

年
度
も
支
部
の
活
動
が
活
発
に
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
強

調
し
た
。

続
い
て
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

坂
本
恒
夫
・
明
治
大
学
大
学
院
長

が
「
明
治
大
学
は
、
今
や
私
学
の

雄
と
い
う
こ
と
で
強
い
関
心
を
持

た
れ
て
い
る
し
、
同
時
に
厳
し
い

目
で
も
見
ら
れ
て
い
る
。
校
友
の

皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
得

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

加
賀
支
部
長
が
２
期
目

加
賀
支
部
長
が
２
期
目

��

特
別
講
演
会
も
開
催

特
別
講
演
会
も
開
催

さ
る
６
月
19
日
に
ホ
テ
ル
メ�

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
で
２
０
１
６

年
度
校
友
会
秋
田
県
支
部
の
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
学
本

部
か
ら
の
来
賓
を
含
め
約
60
名

の
校
友
が
出
席
し
、
老
い
も
若

き
も
大
学
の
思
い
出
或
い
は
お

互
い
の
近
況
に
話
が
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

今
年
は
総
会
と
は
別
に
、
経

営
学
博
士
明
治
大
学
大
学
院
の

院
長
で
あ
る
坂
本
恒
夫
教
授
の

特
別
講
演
会
を
主
催
し
ま
し

た
。
演
題
は
、「
マ
イ
ナ
ス
金
利

と
秋
田
経
済
」
と
な
っ
て
お
り
、

大
変
時
宜
に
か
な
う
お
話
で
あ

り
、
校
友
の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
聞

い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
こ

の
よ
う
な
催
し
を
開
催
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

今
年
は
役
員
改
選
で
し
た
の

で
、
副
支
部
長
を
各
層
各
年
代
か

ら
お
願
い
し
、
校
友
会
活
動
を
更

に
活
発
化
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
校
友
会
活
動
と
し
て

県
南
及
び
県
北
の
有
志
が
マ
ン

ド
リ
ン
倶
楽
部
の
公
演
を
計
画

し
ま
し
た
の
で
、
秋
田
県
支
部

と
し
て
も
こ
れ
に
協
力
支
援
し

ま
す
。

以
上
の
ほ
か
、
今
後
も
明
治

大
学
秋
田
県
父
母
会
と
の
連
携

を
強
化
し
、
若
い
校
友
の
参
加

を
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
全
国
校
友
大
会
は
、

今
年
は
鳥
取
県
で
行
わ
れ
ま

す
。
少
し
遠
い
の
で
す
が
、
前

も
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
す
ご

い
元
気
を
も
ら
え
ま
す
の
で
、

是
非
参
加
す
る
こ
と
を
す
す
め

し
ま
す
。

あ
い
さ
つ
。
同
じ
く
来
賓
と
し
て

福
島
か
ら
駆
け
付
け
た
明
治
大
学

校
友
会
の
増
子
眞
也
・
副
会
長
が

「
校
歌
を
３
番
ま
で
歌
う
支
部
は

少
な
い
の
で
、今
日
は
感
動
し
た
。

熊
本
大
震
災
に
関
し
て
、
校
友
会

が
熊
本
支
部
に
お
見
舞
金
を
直
接

お
渡
し
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
の

で
、
校
友
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
」
と
述
べ
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
坂
本
・
大
学

院
長
が
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
と
秋
田

経
済
〜
ど
う
な
る
企
業
経
営
、
ど

う
な
る
私
た
ち
の
暮
ら
し
〜
」
と

題
し
て
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

坂
本
・
大
学
院
長
は
マ
イ
ナ
ス

金
利
を
縦
軸
に
し
て
日
本
経
済
や

秋
田
経
済
の
特
徴
に
触
れ
な
が

ら
、
日
本
や
地
方
、
企
業
が
こ
れ

か
ら
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
言

及
。「
こ
れ
か
ら
大
事
な
こ
と
は
、

産
業
構
造
の
変
化
を
読
む
こ
と
。

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
Ｉ
Ｔ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
プ
ラ
ス
し
な
が

ら
、
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
新
た
な
価
値
を

創
出
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
強

調
し
た
。

特
別
講
演
会
に
は
校
友
以
外
の

一
般
の
人
も
参
加
し
、
会
場
か
ら

は
鋭
い
質
問
が
飛
び
出
す
な
ど
、

久
し
ぶ
り
に
開
催
し
た
講
演
会
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

（
役
員
名
簿
な
ど
は
２
面
に
、

特
別
講
演
要
旨
は
３
面
に
掲
載
）
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若
い
校
友
の
参
加
を

　
　
　
　
　

明
治
大
学
校
友
会
秋
田
県
支
部

支
部
長　

 

加　

賀　

勝　

己

県
支
部

県
支
部

総
　
会

総
　
会
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こ
の
１
年
、
秋
田
県
支
部
校
友

の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
い
く
つ
か

の
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
。「
支
部
会
報
」
の
発
行
、「
秋

田
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
開

設
、「
講
演
会
」
の
開
催
な
ど
が
主

な
内
容
と
な
り
ま
す
＝
写
真
は
総

会
後
の
懇
親
会
の
様
子
。

多
く
の
組
織
が
そ
う
で
あ
る
よ

う
に
、
新
た
な
価
値
を
生
ま
な
け

れ
ば
組
織
の
成
長
発
展
は
望
め
ま

せ
ん
。
特
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ

れ
た
社
会
で
は
、
新
た
な
価
値
は

多
く
の
人
々
の
協
働
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
に
気

づ
か
さ
れ
ま
す
。
い
か
に
上
手
く

機
能
さ
せ
ら
れ
る
か
が
成
否
を
分

け
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
そ
う
し
た
観
点
か

「
連
携
強
化
」
を
目
標
に
掲
げ
、
支

部
の
事
業
を
展
開
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

支
部
会
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

機
能
拡
充
は
勿
論
の
こ
と
、
広
い

秋
田
県
を
北
か
ら
南
ま
で
、
い
か

に
連
携
強
化
が
図
れ
る
か
が
大
き

な
課
題
と
な
り
ま
す
。
幸
い
に
も

「
北
秋
明
大
会
」
と
「
県
南
支
部
」

が
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
下

さ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
核

に
秋
田
県
支
部
を
大
き
な
連
携
の

輪
に
育
て
て
い
き
た
い
も
の
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
秋
田
県
と
明
治
大
学
と

の
間
で
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
関
す
る

協
定
締
結
の
動
き
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
秋
田
県
父
母

会
と
の
連
携
が
必
要
と
な
っ
て
参

り
ま
す
。
明
治
大
学
秋
田
県
父
母

会
は
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
る

よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
組
織

で
す
の
で
、
支
部
校
友
会
の
方
が

体
制
強
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ

相談役 太田平八郎 （昭和28年・法卒）
長山　　譲 （同　30年・法卒）
小畑　伸一 （同　30年・政経卒）
大城　石基 （同　30年・法卒）

支部長 加賀　勝己 （同　40年・法卒）
副支部長 乳井　宏資 （同　37年・政経卒）

木村　友勝 （同　39年・農卒）
木村　　了 （同　44年・政経卒）
鶴田　有司 （同　50年・経営卒）
大地　　進 （同　52年・政経卒）
進藤　勝実 （同　54年・商卒）
猿田五知夫 （同　55年・政経卒）
桜庭　　誠 （同　56年・工卒）
山崎　義裕 （同　56年・工卒）
蓮沼千佳子 （同　57年・文卒）

代議員 木村　　了 （同　44年・政経卒）
瀬下　和夫 （同　56年・文卒）
金子　敬司 （平成 4 年・経営卒）

監査委員 大渕　宏見 （昭和54年・商卒）
大友　　聡 （同　57年・政経卒）

幹事長 大坂　良宏 （同　52年・経営卒）
副幹事長 新出　康史 （同　60年・政経卒）
事務局長 金子　敬司 （平成 4 年・経営卒）
事務局次長 三浦　正博 （昭和62年・商卒）
幹事 辻　　昭夫 （同　32年・経営卒）

遠藤　欽一 （同　35年・法卒）
鶴田　悟一 （同　37年・経営卒）
打川　　猛 （同　39年・農卒）
長門　靖彦 （同　40年・経営卒）

秋田県支部役員（2016―2017年度）
幹事 大津　勝召 （同　43年・法卒）

澤田　祐治 （同　43年・商卒）
菅原　道雄 （同　44年・経営卒）
松江　正和 （同　48年・経営卒）
宮田　正一 （同　49年・農卒）
松尾由美子 （同　49年・文卒）
佐々木　満 （同　52年・商卒）
東海林　洋 （同　53年・法卒）
小林　科樹 （同　54年・商卒）
佐々木　章 （同　55年・商卒）
高橋徳一郎 （同　56年・政経卒）
瀬下　和夫 （同　56年・文卒）
相場　　修 （同　60年・政経卒）
齋藤　登則 （同　61年・商卒）
工藤　千里 （同　61年・法卒）
村井　成人 （同　62年・法卒）
川本　英樹 （平成 2 年・政経卒）
稲葉　　隆 （同　 3 年・農卒）
山本　茂毅 （同　 4 年・法卒）
大関　　衛 （同　 4 年・政経卒）
白川　雅浩 （同　 4 年・商卒）
佐々木　仁 （同　10年・法卒）
佐々木貴徳 （同　10年・法卒）
麻木　　仁 （同　11年・法卒）
加藤　圭輔 （同　14年・商卒）
奈良田鮎子 （同　18年・政経卒）
加藤　千秋 （同　20年・文卒）

� 代議員の任期は2017年総会まで

連
携
強
化

連
携
強
化

テ
ー
マ
に

テ
ー
マ
に

収支計算書（自  2015年4月1日　至  2016年3月31日） （単位：円）
収入の部 予算額 決算額 差額

Ⅰ 本部より助成金収入
1　支部総会開催通知費 150,000 165,877 -15,877
2　支部総会会場費 150,000 175,200 -25,200
3　支部運営助成金 218,000 218,000 0

Ⅱ 支部会費収入 420,000 450,000 -30,000
Ⅲ 総会費収入 300,000 258,000 42,000
Ⅳ 事業収入 0 0 0
Ⅴ 寄付金収入 50,000 82,000 -32,000
Ⅵ 特別寄付金収入 0 0 0
Ⅶ 果実収入 300 1,610 -1,310
Ⅷ 広報費 0 0 0
Ⅸ 雑収入 0 0 0
Ⅹ 基金取崩収入 0 0 0
収入合計 1,288,300 1,350,687 -62,387
前年度繰越収支差額 4,035,742 4,035,742 0

合　計 5,324,042 5,386,429 -62,387
支出の部 予算額 決算額 差額

Ⅰ 事業費
1　学生表彰費 0 0 0
2　学生団体助成金 30,000 0 30,000
3　地域支部交流費 100,000 0 100,000
4　その他事業費 170,000 85,000 85,000

Ⅱ 広報費 0
1　支部会報発行費 300,000 271,253 28,747
2　広報関係費 100,000 89,296 10,704

Ⅲ 組織費 0
1　地域支部助成金 0 0 0

Ⅳ 運営費 0
1　会議費 0
(1) 支部総会費 600,000 626,398 -26,398
(2) 役員会費 100,000 70,960 29,040
(3) 監査委員会費 10,000 0 10,000
(4) 委員会費 20,000 0 20,000
(5) 業務費 50,000 20,386 29,614
2　事務費 40,000 40,000 0
3　慶弔費 50,000 27,660 22,340

Ⅴ 積立金 0 1,202 -1,202
Ⅵ 予備費 0 0 0
支出合計 1,570,000 1,232,155 337,845
当年度収支差額 -281,700 118,532 -400,232
次年度繰越額 3,754,042 4,154,274 -400,232

合　計 5,324,042 5,386,429 -62,387

収支予算書（自  2016年4月1日　至  2017年3月31日） （単位：円）

収入の部 予算額 支出の部 予算額
Ⅰ 本部より助成金収入 Ⅰ 事業費

1　支部総会開催通知費 165,000 1　学生表彰費 0
2　支部総会会場費 150,000 2　学生団体助成金 30,000
3　支部運営助成金 218,000 3　地域支部交流費 600,000
4　支部公開講演会会場費 100,000 4　支部公開講演会費 250,000
5　講演会チラシ等作成費 50,000 5　熊本地震義援金 300,000

Ⅱ 支部会費収入 480,000 6　その他事業費 150,000
Ⅲ 総会費収入 300,000 Ⅱ 広報費
Ⅳ 事業収入 0 1　支部会報発行費 300,000
Ⅴ 寄付金収入 80,000 2　広報関係費 100,000
Ⅵ 果実収入 1,000 Ⅲ 組織費
Ⅶ 雑収入 0 1　地域支部助成金 0

0 Ⅳ 運営費
0 1　会議費
0 (1) 支部総会費 700,000

(2) 役員会費 80,000
(3) 監査委員会費 10,000
(4) 委員会費 20,000
(5) 業務費 50,000
2　事務費 40,000
3　慶弔費 50,000

Ⅴ 積立金 0
Ⅵ 予備費 0

収入合計 1,544,000 支出合計 2,680,000
当年度収支差額 -1,136,000

前年度繰越収支差額 4,154,274 次年度繰越額 3,018,274
合　計 5,698,274 合　計 5,698,274
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ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
学
の
使
命
は
「
知
の
継
承
と

新
た
な
価
値
物
の
発
見
創
造
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
明

治
大
学
の
「
独
立
自
治
」
の
建
学

の
精
神
の
も
と
で
育
ま
れ
た
校
友

の
連
携
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
な

ら
ば
、
可
能
性
は
無
限
の
広
が
り

を
見
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
日
の
講
演
の
内
容
は
、
一
言
で

い
え
ば
「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」
と
い

う
こ
と
。
改
革
を
す
る
最
大
の
チ
ャ

ン
ス
に
今
、
恵
ま
れ
て
い
る
ん
だ
、
と

い
う
風
に
前
向
き
に
と
ら
え
て
も
ら

い
た
い
。

重
要
性
増
す
大
学
院

ま
ず
私
が
大
学
院
長
に
な
っ
て
何

を
す
る
の
か
、
説
明
し
た
い
。
現
在
、

18
歳
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、

人
々
が
社
会
に
出
た
後
に
再
学
習
す

る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
つ
ま
り

質
の
高
い
教
育
、
研
究
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
だ
け
大
学
院
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
。
私
の
仕
事
は
、

充
実
し
た
大
学
院
を
つ
く
る
こ
と
に

尽
き
る
。

機
関
投
資
家
の
重
み

さ
て
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
と
経
済
・

経
営
環
境
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
い
ま

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
な
か
な
か
う
ま
く
い

か
な
い
の
は
、
な
ぜ
か
。
安
倍
政
権

が
「
企
業
は
設
備
投
資
を
」
と
い
く

ら
叫
ん
で
も
、
機
関
投
資
家
は
「
無

駄
を
せ
ず
、
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
利

益
率
を
上
げ
る
よ
う
に
」
と
言
う
の

で
、
な
か
な
か
成
長
戦
略
に
舵
を
切

れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ア

メ
リ
カ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
機
関
投
資

家
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

今
は
、
株
価
は
利
益
で
決
ま
る
の

だ
。
機
関
投
資
家
は
、
経
営
規
模
の

拡
大
よ
り
も
、
株
価
の
成
長
を
求
め

て
い
る
。
政
府
は
、
そ
の
辺
の
認
識

が
少
し
薄
い
。

台
湾
の
鴻
海
と
提
携
し
て
成
功
し
、

一
番
利
益
を
上
げ
て
い
る
ア
ッ
プ
ル
を

見
て
み
よ
う
。
ア
ッ
プ
ル
の
利
益
率

が
35
〜
36
％
な
の
に
対
し
、
日
本
の

企
業
は
せ
い
ぜ
い
７
〜
８
％
程
度
。

１
０
０
万
円
投
資
し
て
、
ア
ッ
プ
ル

が
35
〜
36
万
円
、
し
か
し
日
本
は
７

〜
８
万
円
。
ど
っ
ち
の
株
を
買
い
ま

す
か
、
と
い
う
話
だ
。

疲
弊
す
る
地
域
経
済

と
こ
ろ
で
秋
田
の
経
済
は
、
日
銀

な
ど
の
資
料
を
見
る
と
、
生
産
や
投

資
、
雇
用
な
ど
堅
調
な
動
き
を
し
て

お
り
、
中
小
企
業
の
倒
産
も
減
少
し

て
い
る
。
し
か
し
中
身
を
見
る
と
、

銀
行
か
ら
の
経
営
支
援
を
継
続
し
て

い
る
な
ど
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の

結
果
と
し
て
地
域
経
済
が
疲
弊
し
て

い
る
。

「
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
」
を
考
え

る
に
あ
た
っ
て
、
触
れ
た
い
こ
と
が
あ

る
。「
萌
え
系
」
の
美
少
女
の
イ
ラ
ス

ト
を
米
袋
に
印
刷
し
て
、
１
カ
月
で

２
年
分
の
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
を
販

売
し
た
羽
後
町
の
ケ
ー
ス
。
こ
れ
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
当
時
の
北
都
銀

行
西
馬
音
内
支
店
の
支
店
長
で
、
明

治
大
学
の
校
友
で
も
あ
る
佐
々
木
章

さ
ん
の
言
葉
だ
。

彼
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。「『
他
に

は
な
い
地
域
事
業
資
源
』
と
『
新
し

い
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
付
加
価
値
』

を
組
み
合
わ
せ
、
異
業
種
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
乗
せ
て
情
報
発
信
を
継
続

す
る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は

拡
大
す
る
」
と
。

コ
ラ
ボ
で
新
価
値
を

こ
れ
か
ら
大
事
な
こ
と
は
、
産
業

構
造
の
変
化
を
読
む
こ
と
で
あ
り
、

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
Ｉ
Т
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
だ
。

つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
質
を

生
か
し
な
が
ら
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
こ
と
が

重
要
な
の
だ
と
思
う
。

秋
田
に
は
「
秋
田
元
気
創
造
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
地
域
」
が
あ
る
。

産
学
官
が
構
成
機
関
と
な
っ
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
目
指
す
も
の
だ

が
、
そ
の
分
野
は
環
境
や
資
源
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な

ど
だ
。
し
か
し
重
要
な
の
は
、
こ
う

し
た
分
野
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
す

べ
て
の
分
野
に
お
い
て
Ｉ
Т
で
活
性

化
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
だ
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
地
方
の

創
生
は
な
い
。

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
だ

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
だ

●
秋
田
県
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か

明
治
大
学
校
友
会
秋
田
県
支
部

は
平
成
28
年
3
月
20
日
、
県
支
部

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
活
動
報
告
や
校
友
の
皆
さ

ん
へ
の
お
知
ら
せ
、
加
賀
支
部
長

の
あ
い
さ
つ
、
県
南
支
部
や
北
秋

明
大
会
の
動
向
な
ど
を
盛
り
込
ん

で
い
ま
す
。

今
後
は
徐
々
に
内
容
を
充
実
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
時
々
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

●
来
年
度
の
総
会
日
程

校
友
会
秋
田
県
支
部
の
正
副
支

部
長
会
議
が
こ
の
ほ
ど
開
か
れ
、

県
支
部
の
来
年
度
総
会
は
平
成
29

年
7
月
8
日
（
土
）、
秋
田
市
の

秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
く

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

●
全
国
校
友
鳥
取
大
会

全
国
校
友
鳥
取
大
会
が
11
月
12

～
13
日
、
鳥
取
市
の
「
と
り
ぎ
ん

文
化
会
館
」
を
主
会
場
に
開
か
れ

ま
す
。
鳥
取
は
明
治
大
学
の
創
立

者
・
岸
本
辰
雄
先
生
の
故
郷
で
も

あ
り
、
奮
っ
て
ご
参
加
を
。
参
加

締
め
切
り
は
９
月
16
日
。
な
お
参

加
者
に
は
県
支
部
か
ら
２
万
円
が

補
助
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
事
務
局

ま
で
。

坂
本
恒
夫
・
大
学
院
長
の

�

講
演
要
旨

期
中
で
も
結
構
で
す
。
よ
り
具

体
的
な
企
画
案
を
ご
提
案
下
さ
る

こ
と
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

校
友
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き

厚
い
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
秋
田
県
支
部
幹
事
長
・
大
坂

良
宏
＝
昭
和
52
年
経
営
卒
）

坂本恒夫氏
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あ
の
東
日
本
大
震
災
の
直
後
の

こ
と
は
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
秋
田
県
内
は
余
震
と
停

電
で
筆
者
も
恐
ろ
し
い
一
夜
を
過

ご
し
た
。
被
災
地
の
凄
ま
じ
さ
を

実
感
し
た
の
は
翌
日
に
な
っ
て
か

ら
だ
っ
た
▼
さ
ら
に
数
日
後
に
首

都
圏
の
状
況
を
知
る
。
多
く
の
帰

宅
難
民
が
出
た
こ
と
を
。
当
時
は

自
分
た
ち
の
生
活
や
被
災
地
の
復

興
に
気
を
と
ら
れ
、「
難
民
と
は

大
げ
さ
な
」
と
、
さ
ら
り
と
受
け

流
し
て
い
た
。
で
も
、
決
し
て
大

げ
さ
で
は
な
か
っ
た
▼
東
京
で

352
万
人
、
首
都
圏
で
515
万
人
。
こ

れ
が
帰
宅
難
民
の
推
計
で
あ
る
。

ざ
っ
と
秋
田
県
民
の
５
倍
に
も
当

た
る
。
一
時
的
に
せ
よ
、
こ
れ
ほ

ど
の
人
々
が
難
民
化
す
れ
ば
ど
う

な
る
か
。
ぞ
っ
と
す
る
▼
難
民
を

大
学
が
受
け
入
れ
た
こ
と
は
知
っ

て
い
た
が
、
わ
が
母
校
が
い
ち
早

く
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
放
し
た
こ
と

は
初
め
て
分
か
っ
た
。
総
会
前
の

特
別
講
演
で
坂
本
恒
夫
・
大
学
院

長
が
胸
を
張
っ
た
。「
あ
の
東
大

や
早
稲
田
よ
り
早
く
、
明
治
が
す

べ
て
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
た
ん

で
す
よ
」と
。
大
し
た
も
ん
で
す
。

�

（
編
集
担
当
・
大
地
）

1
年
生
の
春
、
ジ
ャ
ズ
を
演

奏
す
る
サ
ー
ク
ル
に
入
り
、
現

在
は
一
軍
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
バ
ン

ド
）
の
首
席
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー

と
し
て
、
日
々
ジ
ャ
ズ
と
（
も

ち
ろ
ん
学
業
も
）、

そ
し
て
か
け
が
え
の

な
い
仲
間
た
ち
と
向

き
合
っ
て
い
る
。
そ

ん
な
私
は
、
大
学
進

学
の
た
め
に
親
元
を

離
れ
、
今
は
和
泉
校

舎
の
近
く
で
暮
ら
し

て
い
る
が
、
私
の
机

の
上
に
は
１
枚
の
家

族
写
真
が
立
て
掛
け

て
あ
る
。

私
は
そ
こ
に
映
る
家
族
の
顔

を
見
る
度
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
自

分
は
何
の
た
め
に
東
京
に
来
た

の
か
」
と
い
う
こ
と
だ
。
振
り
返

る
と
、
今
の
私
が
あ
る
の
は
、
私

の
想
い
を
全
面
的
に
後
押
し
し
て

く
れ
、
い
つ
も
私
の
体
調
や
将
来

を
気
遣
っ
て
く
れ
た
家
族
が
あ
っ

て
こ
そ
だ
と
い
う
こ
と
を
身
を

も
っ
て
感
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

そ
の
家
族
に
対
し
て
何
ら
か
の
形

で
恩
返
し
を
し
た
い
。

今
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
、
そ
し

て
私
が
就
職
し
て
経
済
的
自
立
を

果
た
し
て
か
ら
で
き
る
こ
と
も
あ

る
。
自
分
の
将
来
は
勿
論
だ
が
、

自
分
を
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た

家
族
の
こ
と
も
同
じ
く
ら
い
考
え

て
い
く
つ
も
り
だ
。

さ
て
、
私
が
就
活
で
最
も
苦
労

し
た
の
は
「
時
間
の
つ
く
り
方
」

だ
。
冒
頭
で
も
少
し
触
れ
た
が
、

私
は
一
軍
の
首
席
だ
っ
た
。
週
に

3
日
練
習
が
あ
り
、
こ
れ
に
自
主

練
習
も
合
わ
せ
る
と
私
は
ほ
ぼ
毎

日
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い
て
い

た
。そ
の
活
動
が
4
年
生
の
3
月
、

勿
論
、
就
活
の
時
期
も
お
構
い
な

く
続
く
。
こ
れ
に
対
し
て
当
初
は

親
に
「
サ
ー
ク
ル
は
3
年
生
に

な
っ
た
ら
辞
め
な
さ
い
」
と
言
わ

れ
て
い
た
。

3
・
4
年
生
に
も
な
っ
て
未
だ

に
趣
味
に
没
頭
し
続
け
る
こ
と
に

対
し
て
心
配
す
る
の
は
親
と
し
て

当
然
で
あ
り
、
私
も
多
少
の
背
徳

感
が
あ
っ
た
。し
か
し
私
は
、サ
ー

ク
ル
も
就
活
も
最
後
ま
で
諦
め

ず
に
取
り
組
む
覚
悟
を
崩
さ

ず
、
親
の
理
解
も
得
て
、
活
動

を
続
け
な
が
ら
第
一
志
望
群
の

企
業
か
ら
内
定
を
頂
く
こ
と
が

で
き
た
。
何
よ
り
も
家
族
に
は

感
謝
し
て
い
る
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
。（
商
学
部
４
年
）

寄稿・投稿

編
集
後
記

編
集
後
記


























ぶ
れ
な
か
っ
た
も
の 
白　

沢　

迪み
ち　

大ひ
ろ

（
明
治
大
学
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

◆
進
学
校
教
諭
が
選
ぶ
「
生
徒
に

人
気
の
あ
る
大
学
」
で
、
明
治
大

学
が
全
国
１
位
に
＝
大
学
通
信
が

全
国
の
高
校
教
諭
に
調
査
し
た「
生

徒
に
人
気
の
あ
る
大
学
」
ラ
ン
キ

ン
グ
で
、
明
治
大
学
が
全
国
１
位

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
本
学
が
１
位

に
選
ば
れ
た
の
は
、
２
０
１
３
年

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

◆
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

の
演
奏
会
が
横
手
、
大
館
両
市
で

い
よ
い
よ
開
催
＝
横
手
市
で
は
８

月
28
日
午
後
３
時
半
か
ら
横
手
市

民
会
館
で
開
催
。
平
成
高
校
吹
奏

楽
部
が
特
別
出
演
す
る
。
チ
ケ
ッ

ト
は
前
売
り
で
Ａ
席
（
座
席
指
定
）

が
３
千
円
、
Ｂ
席
（
自
由
席
）

２
千
円
で
、
当
日
は
い
ず
れ
も

以
来
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
全
国
の

進
学
校
２
０
０
０
校
の
進
路
指
導

教
諭
を
対
象
に
、
大
学
通
信
が
調

査
を
行
っ
た
も
の
。
詳
細
な
結
果

は
東
洋
経
済
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
掲

載
さ
れ
、
本
学
が
ラ
ン
キ
ン
グ
１

位
を
獲
得
し
た
理
由
と
し
て
、キ
ャ

ン
パ
ス
整
備
、
新
学
部
の
設
置
、

入
試
制
度
な
ど
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

駿
台
ア・ラ・カ
ル
ト

駿
台
ア・ラ・カ
ル
ト

五
百
円
増
し
。
問
い
合
わ
せ
は
鶴

田
（
０
１
８
２
―
32
―
０
２
２
０
）。

　
一
方
、
大
館
市
で
は
翌
29
日
午

後
６
時
半
か
ら
大
館
市
民
文
化
会

館
で
。
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り
で
大

人
２
千
５
百
円
、
学
生
千
円
で
、

当
日
は
５
百
円
増
し
。
問
い
合
わ

せ
は
同
文
化
会
館
（
０
１
８
６
―

49
―
７
０
６
６
）。

　
校
友
の
皆
さ
ん
、
久
々
の
演
奏

会
が
楽
し
み
で
す
ね
。


